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「有効な遺言じゃない？」 

いきなり私事で恐縮ですが、先月、

祖母が亡くなりました。葬儀などでバ

タバタしていたこともあり、ニュース

レターの発行が遅れてしまったこと

をお詫び申し上げます。 

さて、早速今回のテーマですが、亡

くなった祖母のこととも関係するの

ですが、「遺言」について、お話して

いきたいと思います。 

実は、祖母が亡くなった後、祖母宅

の掃除や遺品整理などをしていたと

ころ、収納棚から市販のノートに書か

れた「自筆証書遺言」が発見されたの

です！しかも、法的に「無効」な遺言

が・・・ 

 

市販のノートに書いていたから「無

効」になったわけではありません。自

筆証書遺言を書き遺す対象は、素敵な

和紙や便せんでなくてもOK！スーパ

ーの広告の裏紙や普通のレポート用

紙に書いても問題ないのです。 

では、なぜ、法的に「無効」だった

かというと、作成日付が「吉日」とな

っていたからです！ 

 「自筆証書遺言」を作成する場合、そ

の全文、日付及び氏名を自書（自筆）し

なければなりません（民法第９６８条第

１項）。 

＜参考条文＞ 

○民法第９６８条 

１ 自筆証書によって遺言をするには、

遺言者が、その全文、日付及び氏名を

自書し、これに印を押さなければなら

ない。  

２ 省略 

そして、「吉日」という記載では、作成

日付が特定されていない、すなわち、日

付の記載を欠くものとして、法的に「無

効」と判断されてしまうのです（昭和５

４年５月３１日最高裁判例）。亡くなっ

た祖母からすると、青天の霹靂かもしれ

ませんが、一生懸命遺言書を作成したも

のの、法令や判例に反してしまうと、「無

効」な遺言という残念な結果となってし

まうこともあるのです。 

 

 

 「生前の元気なうちに・・・」 

 もう一つ、注意しなければなら

ないのが、認知症などによって判

断能力が低下している場合の「遺

言」です。遺言が有効とされるに

は、「遺言能力」（具体的に「誰に」

「何を」相続させるかを理解でき

る能力）が必要となります。そのた

め、認知症などによって判断能力

が低下している時に作成してしま

うと、後々、遺言の有効性をめぐっ

て、相続人間で紛争が生じること

もあります。 遺言書を作成する

なら、早目が一番です。 

 

 

 

 

 

☆その他のお知らせ☆ 

６月上旬、「むち打ち治療のゴッ

トハンドを探せ！」というタイト

ルの本が、株式会社現代書林から

出版されます。この本の「法律のプ

ロに聞く」という章で、インタービ

ュー記事が掲載される予定です。 

顧問先の方には、無料で配布さ

せていただきますので、今しばら

くお待ちください！ 
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さち先生の種まき通信 

 

 さち先生の最近のぼやき 

最近は、毎週休みの日に、祖母宅の掃除や遺品整理を 

しているのですが「物」は、あまり無い方がいいですね・・・ 

自戒の意味もあり、「断捨離」がマイブームです！ 


